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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】環境に優しい冷媒と共に機能するように設計された潤滑剤及び添加剤を客室の空
調（Ａ／Ｃ）システムを含む車両の熱管理システムの中に導入するための組成物、システ
ム、及び方法が開示される。
【解決手段】環境にとって望ましい（低ＧＷＰ）冷媒又は冷媒ブレンド組成物を使用して
潤滑剤及び特定の添加剤を環境に優しいシステム、例えば、ＨＦＯ－１２３４ｙｆを使用
するシステムの中に充填する方法も開示される。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　約５０～約８０重量％のポリオールエステル（ＰＯＥ）潤滑剤と約２０～約５０重量％
の冷媒とを含む組成物であって、前記冷媒が、約１５０未満の地球温暖化係数（ＧＷＰ）
を示す組成物。
【請求項２】
　約１～約５重量％の酸掃去剤を更に含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記酸掃去剤が、ヘキサメチルジシロキサン、ポリジメチルシロキサン、ポリメチルフ
ェニルシロキサン、ドデカメチルペンタシロキサン、デカメチルシクロ－ペンタシロキサ
ン、デカメチルテトラシロキサン、又はオクタメチルトリシロキサンからなる群から選択
される少なくとも１つの要素を含む、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　約１～約５重量％の性能強化剤を更に含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　約１～約１０重量％の火炎抑制剤を更に含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　車両の空調システムに前記組成物を送達するように構成された、請求項１に記載の組成
物を含む容器。
【請求項７】
　前記容器内の圧力が、１６０ｋＰａ～９４５ｋＰａである、請求項６に記載の容器。
【請求項８】
　車両の空調システムにＰＡＧ潤滑剤を送達する方法であって、請求項１に記載の組成物
を含む容器を前記車両の空調システムに接続する工程と、請求項１に記載の組成物を前記
車両の空調システムの中に移動させる工程と、を含む方法。
【請求項９】
　酸掃去剤、性能強化剤、又は火炎抑制剤を前記車両の空調システムの中に送達する工程
を更に含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ＰＯＥ潤滑剤が溶媒と混和性である圧力及び温度条件下で実施される、請求項８に記載
の方法。
【請求項１１】
　前記圧力が、約３１５ｋＰａ～約４３５ｋＰａであり、前記温度が、約－１８℃～約３
７℃である、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　請求項１に記載の組成物を自動車の空調システムに送達するシステムであって、請求項
１に記載の組成物を含む容器と、電動圧縮機と、凝縮器と、乾燥機と、膨張弁と、蒸発器
と、を含むシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的に、客室の空調（Ａ／Ｃ）若しくは電気車両ヒートポンプシステム、
又は固定式空調若しくは固定式冷凍システムを含む、従来の、ハイブリッドの、プラグイ
ンハイブリッドの、又は電動の車両の熱管理システムの中に、環境に優しい冷媒と共に機
能するように設計された潤滑剤及び添加剤を導入するための組成物、システム、及び方法
に関する。より具体的には、本発明は、ＨＦＯ－１２３４ｙｆ、ＨＦＯ－１２３４ｚｅ、
ＨＦＯ－１２３４ｚｅ、ＨＦＯ－１２３３ｚｄ、ＨＦＯ－１３３６ｍｚｚＺ、ＨＦＯ－１
３３６ｍｚｚＥ、又はこれら冷媒若しくは他の低ＧＷＰ冷媒ブレンド成分（すなわち、Ｒ
－３２、ＣＯ２などを含有するもの）を含有するブレンドを使用するシステムなどの環境
に優しいシステムの中に、環境的に望ましい（低ＧＷＰ）冷媒又は冷媒ブレンド組成物を
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使用して、潤滑剤及び特定の添加剤を充填する方法に関する。また、本発明は、ＨＦＯ－
１２３４ｙｆを使用するＡ／Ｃシステムなどの環境に優しいＡ／Ｃシステムの中に、環境
的に使用する潤滑剤及び特定の添加剤を含有する冷媒を充填する方法にも関する。
【背景技術】
【０００２】
　１９９０年代半ばから、自動車の空調（Ａ／Ｃ）システムでは、蒸気圧縮サイクルのた
めに冷媒Ｒ－１３４ａが使用されている。現在、環境及び社会的な圧力が原因で、世界的
な自動車メーカは、車両Ａ／Ｃ冷媒として低地球温暖化係数（global warming potential
、ＧＷＰ）冷媒であるＨＦＯ－１２３４ｙｆ（２，３，３，３－テトラフルオロプロペン
）に移行しつつある。従来の蒸気圧縮Ａ／Ｃシステムでは、冷却を達成するために、Ａ／
Ｃ圧縮機がＡ／Ｃシステムを通して冷媒を循環させる。したがって、Ａ／Ｃ圧縮機は、Ａ
／Ｃシステムの動作にとって必須である。Ａ／Ｃ圧縮機は、システム全体に作動流体を送
り込むＡ／Ｃシステムの心臓部として機能する。Ａ／Ｃ圧縮機が正しく動作しなければ、
Ａ／Ｃシステムは故障することになる。
【０００３】
　相応に動作させるために、Ａ／Ｃ圧縮機は、正しい物理的パラメータ（粘度、水分、Ｔ
ＡＮなど）を有する潤滑剤を必要とする。潤滑剤は、Ａ／Ｃシステムを通して完全に循環
しなければならない。潤滑剤は、システムのある部分から次の部分へと冷媒によって運ば
れなければならず、また、潤滑剤は、圧縮機の内部にあるときには潤滑を提供しながら、
システムのある部分からシステムの違う部分へと冷媒を運ぶことができなければならない
。したがって、０℃～４０℃のＡ／Ｃシステムの動作範囲にわたって冷媒／潤滑剤が相互
に適合することが、システムの有効な動作にとって必須である。
【０００４】
　自動車産業は、ますます増大する環境目標を満たすよう努力しているので、車両のプラ
ットフォームが変化しつつある。従来の車両は、車両の推進力のためにガソリン又はディ
ーゼル内燃機関（internal combustion engines、ＩＣＥ）を使用している。しかし、環
境上の利点のため、車両の電化に向けての明確な転換が存在する。自動車のＯＥＭは、推
進力のニーズの全て又は一部を電動モータ及びバッテリで置き換える新たな車両を設計し
ている。一部の車両は、依然としてＩＣＥを維持しており、ハイブリッド電気車両（hybr
id electric vehicle、ＨＥＶ）又はプラグインハイブリッド電気車両（plug-in hybrids
 electric vehicle、ＰＨＥＶ）又はマイルドハイブリッド電気車両（mild hybrids elec
tric vehicles、ＭＨＥＶ）として知られている。他の車両は完全に電動であり、ＩＣＥ
は備えておらず、これらはフルＥＶと呼ばれている。
【０００５】
　ＨＥＶ、ＰＨＥＶ、ＭＨＥＶ、及びＥＶは全て、ガソリン／ディーゼル駆動の車両でみ
られるベルト駆動式プーリーに取って代わる少なくとも１つの電動モータを使用する。Ｈ
ＥＶ／ＰＨＥＶ／ＭＨＥＶ／ＥＶシステムではポリアルキレングリコール（polyalkylene
 glycol、ＰＡＧ）潤滑剤を使用することができないことが、様々な刊行物で知られてい
る。ＰＡＧの使用によって、電動圧縮機の絶縁抵抗がゼロ近くまで低減する可能性がある
。より具体的には、１％ＰＡＧ潤滑剤を使用することによって、電動圧縮機の絶縁抵抗が
１０メガオーム超から１メガオーム未満まで低減する可能性がある。他方、ポリオールエ
ステル又はＰＯＥタイプの潤滑剤は、高い誘電特性を提供するので、圧縮機の電気巻線の
完全性を維持するのに役立つ。自動車の相手先商標製品製造会社（original equipment m
anufacturers、ＯＥＭ）は、典型的には、最初の車両Ａ／Ｃ充填プロセス中にＡ／Ｃ潤滑
剤を添加する。Ａ／Ｃシステムは、Ａ／Ｃシステムに支障を来す構成要素の故障（ホース
又はラインの破断）又は車両事故が原因で修理を必要とする場合がある。典型的には、自
動車のアフターマーケット又はサービス業界は、修理後にＡ／Ｃシステムの中に冷媒及び
潤滑剤を再注入／再補充するために回収、再利用、再充填、すなわち「Ｒ／Ｒ／Ｒ」機を
採用している。しかし、ＳＡＥ　Ｊ２８４３、特に上記ＳＡＥ規格（参照によって本明細
書に組み込まれる）のセクション８．９．５．１に基づいてＨＦＯ－１２３４ｙｆと共に
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使用するために設計された現行のＲ／Ｒ／Ｒ機は、Ｒ／Ｒ／Ｒ機による修理後、システム
の中に潤滑剤を自動的に注入することができない。潤滑剤は、「手動注入」又は「機械注
入」しなければならない。これらの各選択肢の場合、潤滑剤を注入器の中に充填し、次い
で、Ａ／Ｃシステムの下側にホースを取り付ける。車両を作動させ、Ａ／Ｃシステムを最
高冷房に設定すると、これによってＡ／Ｃ圧縮機も起動する。Ａ／Ｃ圧縮機がサイクル動
作し始めたら、取り付けられた注入器を開位置に切り替え、ホースに沿って潤滑剤をＡ／
Ｃシステムに搬送する。
【０００６】
　この方法を使用することもできるが、これは時間のかかるプロセスであり、潤滑剤を接
続されたホースに押し込み、Ａ／Ｃサービスポートに進める手動ポンプタイプの機構の使
用を必要とする。潤滑剤は、Ａ／Ｃ圧縮機によってシステムの中に引き込まれる。送達プ
ロセス中に潤滑剤がホースの壁に付着する可能性があるので、適切な量の潤滑剤をシステ
ムの中に送達することが困難になる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、当該技術分野では、手動注入器を使用することなくＡ／Ｃ又は暖房システ
ムの中に潤滑剤を搬送する迅速かつ便利なやり方に対するニーズがある。
【０００８】
　当該技術分野では、手動注入器も真空ポンプも使用することなく固定式Ａ／Ｃ若しくは
暖房システム又は冷凍の中に潤滑剤を搬送する迅速かつ便利なやり方に対するニーズもあ
る。
【０００９】
　特定の用途については、この同じ搬送方法を使用して固定式Ａ／Ｃシステムの中に冷媒
、潤滑剤を含有する冷媒、又は他の性能向上添加剤を含有する冷媒を送達するために、類
似の送達プロセスを使用することが有利である場合がある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本開示の特定の実施形態は、典型的なＡ／Ｃアフターマーケット再充填ホースを通した
使用を含む、低ＧＷＰ　ＨＦＯ－１２３４ｙｆ自動車Ａ／Ｃシステムの中に潤滑剤を注入
するために使用することができる低ＧＷＰ冷媒を提供することによって、従来の組成物、
システム、及び方法に関連する問題を解決する。手動注入器又は手動ポンプでは、潤滑剤
の粘度及びＡ／Ｃ圧縮機の吸引によって潤滑剤の流れが制御される。本発明の方法では、
冷媒を使用して、ホースに固着することなく潤滑剤及び／又は潤滑剤添加剤パッケージを
Ａ／Ｃホースに搬送し、それによって、確実により多くの潤滑剤又は潤滑剤／添加剤パッ
ケージがＡ／Ｃシステムの中に導入されるようにし、それによって、材料の流れを改善す
る。
【００１１】
　手動注入器又は手動ポンプを使用すると、Ａ／Ｃシステムに接続されているホースライ
ンへの潤滑剤の付着を引き起こす可能性がある。潤滑剤をシステムに移動させるために冷
媒を使用すると、手動又はポンプ注入器に比べて確実により多くの潤滑剤がＡ／Ｃシステ
ムの中に導入されるが、その理由は、冷媒が潤滑剤を運び、潤滑剤をＡ／Ｃシステムの中
に搬送するためである。潤滑剤又は潤滑剤／添加剤及び冷媒は、潤滑剤及び冷媒が混和性
である条件下で従来の容器（例えば、缶）の中に共にパッケージ化される。小さな缶を放
置すると、冷媒は、圧縮された液化ガスから冷媒ガスに状態が変化する。このプロセス中
、潤滑剤と混和性である冷媒は、潤滑剤又は潤滑剤／添加剤混合物を霧化させ、そして、
Ａ／Ｃ再充填ホースの壁に潤滑剤又は潤滑剤／添加剤混合物が沈降することができるよう
になる前に、潤滑剤又は潤滑剤／添加剤混合物を更にホースに沿って、またＡ／Ｃシステ
ムの中に搬送する。
【００１２】
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　本発明の一態様は、約５０～約８０重量％のＰＯＥ潤滑剤と約２０～約５０重量％の低
ＧＷＰ冷媒とを含む組成物に関する。
【００１３】
　本発明の別の態様は、約６０～約６５重量％のＰＯＥ潤滑剤と約３５～約４０重量％の
低ＧＷＰ冷媒とを含む組成物に関する。
【００１４】
　本発明の別の態様は、約１～約５重量％の酸掃去剤を更に含む前述の組成物に関する。
【００１５】
　本発明の別の態様は、約１～約５重量％の性能強化剤を更に含む前述の組成物のいずれ
かに関する。
【００１６】
　更なる態様は、約１～約１０重量％の火炎抑制剤を更に含む前述の組成物のいずれかに
関する。
【００１７】
　本発明の一態様は、車両Ａ／Ｃシステムの中に前述の組成物のいずれかを直接送達する
ために使用するために、この組成物を含む容器に関する。
【００１８】
　本発明の一態様は、前述の組成物又は容器のいずれかを使用して車両Ａ／Ｃシステムの
中にＰＯＥ潤滑剤を送達する方法に関する。
【００１９】
　本発明の別の態様は、前述の方法を含み、また車両Ａ／Ｃシステムの中に酸掃去剤を送
達する工程を更に含む。
【００２０】
　本発明の別の態様は、前述の方法を含み、また車両Ａ／Ｃシステムの中に性能強化剤を
送達する工程を更に含む。
【００２１】
　本発明の別の態様は、前述の方法を含み、また車両Ａ／Ｃシステムの中に火炎抑制剤を
送達する工程を更に含む。
【００２２】
　本発明の更なる態様は、潤滑剤が溶媒と混和性である圧力及び温度条件下で実施される
前述の方法を含む。
【００２３】
　本発明の一態様は、前述の組成物を含む容器と、圧縮機と、凝縮器と、乾燥機と、膨張
弁と、蒸発器とを含む、自動車のＡ／Ｃ又は暖房システムに当該組成物のいずれかを送達
するためのシステム、方法、及び容器を含む。
【００２４】
　本発明の別の態様は、前述の組成物を含む容器と、圧縮機と、凝縮器と、乾燥機と、膨
張弁と、毛細管付きの蒸発器とを含む、固定式のＡ／Ｃ／暖房システムに当該組成物のい
ずれかを送達するためのシステム、方法、及び容器を含む。
【００２５】
　そして最後に、本発明の別の態様は、前述の組成物を含む容器と、圧縮機と、凝縮器と
、乾燥機と、膨張弁と、フラッシュタンクと、蒸発器とを含む、固定式冷凍システムに当
該組成物のいずれかを送達するためのシステム、方法、及び容器を含む。
【００２６】
　本発明の別の態様は、約１～約１５重量％のＰＯＥ潤滑剤と約８５～約９９重量％の低
ＧＷＰ冷媒とを含む組成物に関する。
【００２７】
　本発明の別の態様は、約１～約１０重量％のＰＯＥ潤滑剤と約９０～約９９重量％の低
ＧＷＰ冷媒とを含む組成物に関する。
【００２８】
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　本発明の更なる態様は、約１～約５重量％のＰＯＥ潤滑剤と約９５～約９９重量％の低
ＧＷＰ冷媒とを含む組成物に関する。
【００２９】
　本明細書に開示される様々な態様及び実施形態は、単独で又は互いに様々に組み合わせ
て使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】従来のＡ／Ｃ車両システムに本発明の組成物を導入するためのシステムの概略図
である。
【図２】電気式の車両Ａ／Ｃ又は暖房システムに本発明の組成物を導入するためのシステ
ムの概略図である。
【図３】固定式の住宅用暖房／冷房システムに本発明の組成物を導入するためのシステム
の概略図である。
【図４】固定式の商業用冷凍システムに本発明の組成物を導入するためのシステムの概略
図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　本発明は、一般的に、環境に優しい冷媒と共に機能するように設計された、潤滑剤及び
添加剤を含む、これらから本質的になる、場合によってはこれらからなる組成物に関する
。より具体的には、本発明は、約５０～約８０重量％、約５５～約７０重量％、又は約６
０～約６５重量％のＰＯＥ潤滑剤と、約０～約５重量％の添加剤と、約２０～約５０重量
％、約３０～約４５重量％、又は約３５～約４０重量の低ＧＷＰ冷媒又は冷媒ブレンドと
を含む、又はこれらから本質的になる組成物に関する。
【００３２】
　また、本発明は、約１～約１５重量％、約１～約１０重量％、又は約１～約５重量％の
ＰＯＥ潤滑剤と、約０～約５重量％の添加剤と、約８５～約９９重量％、約９０重量％～
約９９重量％、又は約９５重量％～約９９重量％の低ＧＷＰ冷媒又は冷媒ブレンドとを含
む、又はこれらから本質的になる組成物にも関する可能性がある。
【００３３】
　潤滑剤
　この組成物に用いられる潤滑剤は、好ましくは、当該潤滑剤が蒸発器から圧縮機に確実
に戻ることができるように、車両のＡ／Ｃ冷媒に対して十分な溶解度を有する。更に、潤
滑剤は、好ましくは、当該潤滑剤が蒸発器（例えば、低温蒸発器）を通過できるように、
低温では比較的粘度が低い。一実施形態では、広い温度範囲にわたって潤滑剤とＡ／Ｃ冷
媒とは混和性である。好ましい潤滑剤は、１つ以上のポリオールエステル型潤滑剤（ＰＯ
Ｅ）であってもよい。本明細書で使用するとき、ポリオールエステルは、約３～２０個の
ヒドロキシル基を有するジオール又はポリオールと、約１～２４個の炭素原子を有する脂
肪酸とのエステルを含有する化合物を含み、好ましくは、ポリオールとして使用される。
【００３４】
　基油として使用することができるエステルは、例えば、参照によって本明細書に組み込
まれる欧州特許出願公開第２　７２７　９８０（Ａ１）号に開示されているとおりである
。
【００３５】
　ここで、ジオールの例としては、エチレングリコール、１，３－プロパンジオール、プ
ロピレングリコール、１，４－ブタンジオール、１，２－ブタンジオール、２－メチル－
１，３－プロパンジオール、１，５－ペンタンジオール、ネオペンチルグリコール、１，
６－ヘキサンジオール、２－エチル－２－メチル－１，３－プロパンジオール、１，７－
ヘプタンジオール、２－メチル－２－プロピル－１，３－プロパンジオール、２，２－ジ
エチル－１，３－プロパンジオール、１，８－オクタンジオール、１，９－ノナンジオー
ル、１，１０－デカンジオール、１，１１－ウンデカンジオール、１，１２－ドデカンジ
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オールなどが挙げられる。
【００３６】
　上記ポリオールの例としては、多価アルコール、例えば、トリメチロールエタン、トリ
メチロールプロパン、トリメチロールブタン、ジ（トリメチロールプロパン）、トリ（ト
リメチロールプロパン）、ペンタエリスリトール、ジ（ペンタエリスリトール）、トリ（
ペンタエリスリトール）、グリセリン、ポリグリセリン（グリセリンの二量体から二十量
体）、１，３，５－ペンタントリオール、ソルビトール、ソルビタン、ソルビトール－グ
リセリン縮合体、アドニトール、アラビトール、キシリトール、マンニトールなど；多糖
類、例えば、キシロース、アラビノース、リボース、ラムノース、グルコース、フルクト
ース、ガラクトース、マンノース、ソルボース、セロビオース、マルトース、イソマルト
ース、トレハロース、スクロース、ラフィノース、ゲンチアノース、メレジトースなど；
これらの部分的エーテル化生成物及びメチルグルコシドなどが挙げられる。これらの中で
も、ヒンダードアルコール、例えば、ネオペンチルグリコール、トリメチロールエタン、
トリメチロールプロパン、トリメチロールブタン、ジ（トリメチロールプロパン）、トリ
（トリメチロールプロパン）、ペンタエリスリトール、ジ（ペンタエリスリトール）、ト
リ（ペンタエリスリトール）などがポリオールとして好ましい。
【００３７】
　脂肪酸の炭素数は特に限定されないが、一般に、１～２４個の炭素原子を有する脂肪酸
が使用される。１～２４個の炭素原子を有する脂肪酸では、潤滑特性の観点から、３個以
上の炭素原子を有する脂肪酸が好ましく、４個以上の炭素原子を有する脂肪酸がより好ま
しく、５個以上の炭素原子を有する脂肪酸が更により好ましく、１０個以上の炭素原子を
有する脂肪酸が最も好ましい。更に、冷媒との適合性の観点から、１８個以下の炭素原子
を有する脂肪酸が好ましく、１２個以下の炭素原子を有する脂肪酸がより好ましく、９個
以下の炭素原子を有する脂肪酸が更により好ましい。
【００３８】
　更に、脂肪酸は、直鎖脂肪酸及び分枝鎖脂肪酸のいずれであってもよく、脂肪酸は、潤
滑特性の観点からは直鎖脂肪酸が好ましく、一方、加水分解安定性の観点からは分枝鎖脂
肪酸が好ましい。更に、脂肪酸は、飽和脂肪酸及び不飽和脂肪酸のいずれであってもよい
。
【００３９】
　具体的には、上記脂肪酸の例としては、直鎖又は分枝鎖脂肪酸、例えば、ペンタン酸、
ヘキサン酸、ヘプタン酸、オクタン酸、ノナン酸、デカン酸、ウンデカン酸、ドデカン酸
、トリデカン酸、テトラデカン酸、ペンタデカン酸、ヘキサデカン酸、ヘプタデカン酸、
オクタデカン酸、ノナデカン酸、イコサン酸、オレイン酸など；その炭素原子が四級であ
るいわゆるネオ酸などが挙げられる。より具体的には、その好ましい例としては、吉草酸
（ｎ－ペンタン酸）、カプロン酸（ｎ－ヘキサン酸）、エナント酸（ｎ－ヘプタン酸）、
カプリル酸（ｎ－オクタン酸）、ペラルゴン酸（ｎ－ノナン酸）、カプリン酸（ｎデカン
酸）、オレイン酸（ｃｉｓ－９－オクタデカン酸）、イソペンタン酸（３－メチルブタン
酸）、２－メチルヘキサン酸、２－エチルペンタン酸、２－エチルヘキサン酸、３，５，
５－トリメチルヘキサン酸などが挙げられる。ちなみに、ポリオールエステルは、ポリオ
ールのヒドロキシル基が完全にエステル化せずに残存している部分エステル；ヒドロキシ
ル基の全てがエステル化している完全エステル；又は部分エステルと完全エステルとの混
合物であってもよく、完全エステルが好ましい。
【００４０】
　ポリオールエステルにおいて、より優れた加水分解安定性の観点から、ヒンダードアル
コール、例えば、ネオペンチルグリコール、トリメチロールエタン、トリメチロールプロ
パン、トリメチロールブタン、ジ（トリメチロールプロパン）、トリ（トリメチロールプ
ロパン）、ペンタエリスリトール、ジ（ペンタエリスリトール）、トリ（ペンタエリスリ
トール）などのエステルがより好ましく、ネオペンチルグリコール、トリメチロールエタ
ン、トリメチロールプロパン、トリメチロールブタン、又はペンタエリスリトールのエス



(8) JP 2019-127594 A 2019.8.1

10

20

30

40

テルが更により好ましく；冷媒との特に優れた適合性及び加水分解安定性の観点から、ペ
ンタエリスリトールのエステルが最も好ましい。
【００４１】
　ポリオールエステルの好ましい具体例としては、ネオペンチルグリコールと、吉草酸、
カプロン酸、エナント酸、カプリル酸、ペラルゴン酸、カプリン酸、オレイン酸、イソペ
ンタン酸、２－メチルヘキサン酸、２－エチルペンタン酸、２－エチルヘキサン酸、及び
３，５，５－トリメチルヘキサン酸から選択される１種又は２種以上の脂肪酸とのジエス
テル；トリメチロールエタンと、吉草酸、カプロン酸、エナント酸、カプリル酸、ペラル
ゴン酸、カプリン酸、オレイン酸、イソペンタン酸、２－メチルヘキサン酸、２－エチル
ペンタン酸、２－エチルヘキサン酸、及び３，５，５－トリメチルヘキサン酸から選択さ
れる１種又は２種以上の脂肪酸とのトリエステル；トリメチロールプロパンと、吉草酸、
カプロン酸、エナント酸、カプリル酸、ペラルゴン酸、カプリン酸、オレイン酸、イソペ
ンタン酸、２－メチルヘキサン酸、２－エチルペンタン酸、２－エチルヘキサン酸、及び
３，５，５－トリメチルヘキサン酸から選択される１種又は２種以上の脂肪酸とのトリエ
ステル；トリメチロールブタンと、吉草酸、カプロン酸、エナント酸、カプリル酸、ペラ
ルゴン酸、カプリン酸、オレイン酸、イソペンタン酸、２－メチルヘキサン酸、２－エチ
ルペンタン酸、２－エチルヘキサン酸、及び３，５，５－トリメチルヘキサン酸から選択
される１種又は２種以上の脂肪酸とのトリエステル；及びペンタエリスリトールと、吉草
酸、カプロン酸、エナント酸、カプリル酸、ペラルゴン酸、カプリン酸、オレイン酸、イ
ソペンタン酸、２－メチルヘキサン酸、２－エチルペンタン酸、２－エチルヘキサン酸、
及び３，５，５－トリメチルヘキサン酸から選択される１種又は２種以上の脂肪酸とのテ
トラエステルが挙げられる。
【００４２】
　ちなみに、２種以上の脂肪酸とのエステルは、１種の脂肪酸とポリオールとの２種以上
のエステルの混合物、及びその２種以上の混合脂肪酸とポリオールとのエステルであって
もよく、特に、混合脂肪酸とポリオールとのエステルは、低温特性及び冷媒との適合性に
おいて優れている。
【００４３】
　好ましい実施形態では、潤滑剤は、約０℃～約１００℃、より好ましくは約０℃～約４
０℃の範囲内、更により具体的には５℃～４０℃の温度で車両Ａ／Ｃシステムの冷媒に可
溶性である。別の実施形態では、圧縮機内で潤滑剤を維持しようとする試みは優先ではな
いので、高温可溶性は好ましくない。この実施形態では、潤滑剤は、約７０℃超の温度、
より好ましくは約８０℃超の温度、最も好ましくは９０～９５℃の温度で可溶性である。
【００４４】
　電化自動車の空調用途のために使用される潤滑剤は、７５～１１０ｃＳｔ、理想的には
約８０ｃＳｔ～１００ｃＳｔ、最も具体的には８５ｃｓｔ～９５ｃＳｔの動粘度（ＡＳＴ
Ｍ　Ｄ４４５に準拠して４０℃で測定）を有してもよい。しかし、本発明を限定するもの
ではないが、電化車両のＡ／Ｃ圧縮機のニーズに応じて、他の潤滑剤粘度が挙げられてい
てもよいことに留意すべきである。
【００４５】
　表１は、本発明の組成物と共に使用するための自動車用潤滑剤の好適な特徴を示す。
【００４６】
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【表１】

【００４７】
　更に、この組成物で使用されるＰＯＥ潤滑剤は、典型的な車両Ａ／Ｃシステムにおいて
使用されるエラストマー及びプラスチックと材料適合性を有するべきである。使用される
ＰＯＥ潤滑剤は、１００℃で２週間、ＡＳＨＲＡＥ　９７：２００７「Ｓｅａｌｅｄ　Ｇ
ｌａｓｓ　Ｔｕｂｅ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｔｏ　Ｔｅｓｔ　ｔｈｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｓｔ
ａｂｉｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ　ｆｏｒ　Ｕｓｅ　ｗｉｔｈｉｎ　Ｒｅｆｒ
ｉｇｅｒａｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍｓ」によって測定したとき、例えば、Ｎｅｏｐｒｅｎｅ　
ＷＲＴ（ポリクロロプレン／２，３－ジクロロ－１，３－ブタジエンコポリマー）、ＨＮ
ＢＲ（水素化ニトリルブタジエンゴム）、ＮＢＲ（ニトリルブタジエンゴム）、ＥＰＤＭ
（エチレンプロピレンジエンモノマー）、シリコーン、及びブチルゴムと良好な材料適合
性を有するべきである。同様に、使用されるＰＯＥ潤滑剤は、１００℃で２週間、ＡＳＨ
ＲＡＥ　９７：２００７「Ｓｅａｌｅｄ　Ｇｌａｓｓ　Ｔｕｂｅ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｔｏ　
Ｔｅｓｔ　ｔｈｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｓｔａｂｉｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ
　ｆｏｒ　Ｕｓｅ　ｗｉｔｈｉｎ　Ｒｅｆｒｉｇｅｒａｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍｓ」によって
測定したとき、プラスチック材料、すなわち、ポリエステル、ナイロン、エポキシ、ポリ
エチレン、テレフタレート、及びポリイミドと良好な材料適合性を有するべきである。上
記ＰＯＥ潤滑剤及びＨＦＯ－１２３４ｙｆを伴うプラスチック及びエラストマーは、デュ
ロメータによって測定したとき、ゲインが約１０重量％未満、約８重量％未満、若しくは
約７重量％未満であるか、又は線状膨潤が約１０％未満、約８％未満、若しくは約７％未
満であるか、又は硬度変化が約１０未満、約８未満、若しくは約７未満であるべきである
。理想的には、プラスチック及びエラストマーは、デュロメータによって測定したとき、
少なくとも２つの特性において、ゲインが１０重量％未満であり、又は線状膨潤が１０％
未満であり、又は硬度変化が約１０未満であり、好ましくは、３つの特性全てについて１
０％未満である。
【００４８】
　いくつかのＰＯＥ潤滑剤は、特定の低ＧＷＰ冷媒、すなわち、ＨＦＯ－１２３４ｙｆ（
Ｔｈｅ　Ｃｈｅｍｏｕｒｓ　ＣｏｍｐａｎｙからＯｐｔｅｏｎ（商標）冷媒として入手可
能）に対して必要な混和性を有し、所望の温度範囲にわたって所望の潤滑剤粘度を有し、
そして、所望のエラストマー／プラスチック材料適合性を有することが見出された。具体
的には、ＰＯＥは、商業的には自動車型ＰＯＥ潤滑剤と呼ばれており、以下の商標「ＮＤ
－１１」及び「ＳＥ－１０Ｙ」によって知られている。固定式用途のための許容可能なＰ
ＯＥ潤滑剤は、「Ｅｍｋａｒａｔｅ　ＲＬ　３２　３ＭＡＦ」、「Ｅｍｋａｒａｔｅ　Ｒ
Ｌ３２Ｈ」、及び「Ｓｏｌｅｓｔ　３５」であった。
【００４９】
　冷媒
　本発明の組成物の冷媒部分は、少なくとも１つのヒドロフルオロオレフィン、すなわち
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より一般的にはＨＦＯ型冷媒と呼ばれるものを含むが、これはある特定のＨＦＯ冷媒に限
定されるものではない。ヒドロフルオロオレフィンは、地球温暖化係数（ＧＷＰ）が低く
、オゾン層破壊係数（ＯＤＰ）がゼロである。気候変動に関する政府間パネル（Intergov
ernmental Panel on Climate Change、ＩＰＣＣ）は、フルオロカーボンについてのＧＷ
Ｐを定期的に調査し、確立している。本発明において具現化されるヒドロフルオロオレフ
ィン冷媒は、約１００ＧＷＰ未満のＧＷＰを有するが、典型的には、１０未満、更にはわ
ずか１ＧＷＰのＧＷＰを有する。特に有用なヒドロフルオロオレフィンは、ＨＦＯ－１２
３４ｙｆを含む。ＨＦＯ－１２３４ｙｆは、国連のＩＰＣＣ第５次評価報告書（ＡＲ５）
によると１未満のＧＷＰを示す。
【００５０】
　地球温暖化係数（ＧＷＰ）は、１キログラムの二酸化炭素の排出と比較した、１キログ
ラムの特定の温室効果ガスの大気排出に起因する相対的な地球温暖化への寄与を推定する
ための指数である。ＧＷＰは、様々な対象期間について計算することができ、所与のガス
の大気寿命の効果を示す。１００年間という対象期間のＧＷＰが、一般的に参照される値
である。混合物については、各成分に関する個々のＧＷＰに基づいて加重平均を計算する
ことができる。
【００５１】
　Ｌｅｃｋら（米国特許出願公開第２００７／０１８７６３９号、段落１０、参照によっ
て本明細書に組み込まれる）は、本発明においてフルオロオレフィンとして使用してもよ
い不飽和フルオロカーボン冷媒の例を更に列挙している。Ｌｅｃｋらの段落１０に記載の
とおり、代表的な不飽和フルオロカーボン冷媒又は蓄熱流体としては、１，２，３，３，
３－ペンタフルオロ－１－プロペン、１，１，３，３，３－ペンタフルオロ－１－プロペ
ン、１，１，２，３，３－ペンタフルオロ－１－プロペン、１，２，３，３－テトラフル
オロ－１－プロペン、２，３，３，３－テトラフルオロ－１－プロペン、１，３，３，３
－テトラフルオロ－１－プロペン、１，１，２，３－テトラフルオロ－１－プロペン、１
，１，３，３－テトラフルオロ－１－プロペン、１，２，３，３－テトラフルオロ－１－
プロペン、２，３，３－トリフルオロ－１－プロペン、３，３，３－トリフルオロ－１－
プロペン、１，１，２－トリフルオロ－１－プロペン、１，１，３－トリフルオロ－１－
プロペン、１，２，３－トリフルオロ－１－プロペン、１，３，３－トリフルオロ－１プ
ロペン、１，１，１，２，３，４，４，４－オクタフルオロ－２－ブテン、１，１，２，
３，３，４，４，４－オクタフルオロ－１－ブテン、１，１，１，２，４，４，４－ヘプ
タフルオロ－２－ブテン、１，２，３，３，４，４，４－ヘプタフルオロ－１－ブテン、
１，１，１，２，３，４，４－ヘプタフルオロ－２－ブテン、１，３，３，３－テトラフ
ルオロ－２－（トリフルオロメチル－２－プロペン、１，１，３，３，４，４，４－ヘプ
タフルオロ－１－ブテン、１，１，２，３，４，４，４－ヘプタフルオロ－１－ブテン、
１，１，２，３，３，４，４－ヘプタフルオロ－１－ブテン、２，３，３，４，４，４－
ヘキサフルオロ－１－ブテン、１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－２－ブテン、
１，３，３，４，４，４－ヘキサフルオロ－１－ブテン、１，２，３，４，４，４－ヘキ
サフルオロ－１－ブテン、１，２，３，３，４，４－ヘキサフルオロ－１－ブテン１，１
，２，３，４，４－ヘキサフルオロ－２－ブテン、１，１，１，２，３，４－ヘキサフル
オロ－２－ブテン、１，１，１，２，３，３－ヘキサフルオロ－２－ブテン、１，１，１
，３，４，４－ヘキサフルオロ－２－ブテン、１，１，２，３，３，４－ヘキサフルオロ
－１－ブテン、１，１，２，３，４，４－ヘキサフルオロ－１－ブテン、３，３，３－ト
リフルオロ－２－（トリフルオロメチル）－１－プロペン、１，１，１，２，４－ペンタ
フルオロ－２－ブテン、１，１，１，３，４－ペンタフルオロ－２－ブテン、３，３，４
，４，４－ペンタフルオロ－１－ブテン、１，１，１，４，４－ペンタフルオロ－２－ブ
テン、１，１，１，２，３－ペンタフルオロ－２－ブテン、２，３，３，４，４－ペンタ
フルオロ－１－ブテン、１，１，２，４，４－ペンタフルオロ－２－ブテン、１，１，２
，３，３－ペンタフルオロ－１－ブテン、１，１，２，３，４－ペンタフルオロ－２－ブ
テン、１，２，３，３，４ペンタフルオロ－１－ブテン、１，１，３，３，３－ペンタフ
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ルオロ－２－メチル－１－プロペン、２－（ジフルオロメチル）－３，３，３－トリフル
オロ－１－プロペン、３，３，４，４－テトラフルオロ－１－ブテン、１，１，３，３－
テトラフルオロ－２－メチル－１－プロペン、１，３，３，３－テトラフルオロ－２－メ
チル－１－プロペン、２－（ジフルオロメチル）－３，３－ジフルオロ－１－プロペン、
１，１，１，２－テトラフルオロ－２－ブテン、１，１，１，３－テトラフルオロ－２－
ブテン、１，１，１，２，３，４，４，５，５，５－デカフルオロ－２－ペンテン、１，
１，２，３，３，４，４，５，５，５－デカフルオロ－１－ペンテン、１，１，１，４，
４，４－ヘキサフルオロ－２－（トリフルオロメチル）－２－ブテン、１，１，１，２，
４，４，５，５，５－ノナフルオロ－２－ペンテン、１，１，１，３，４，４，５，５，
５－ノナフルオロ－２－ペンテン、１，２，３，３，４，４，５，５，５－ノナフルオロ
－１－ペンテン、１，１，３，３，４，４，５，５，５－ノナフルオロ－１－ペンテン、
１，１，２，３，３，４，４，５，５－ノナフルオロ－１－ペンテン、１，１，２，３，
４，４，５，５，５－ノナフルオロ－２－ペンテン、１，１，１，１２，３，４，４，５
，５－ノナフルオロ－２－ペンテン、１，１，１，２，３，４，５，５，５－ノナフルオ
ロ－２－ペンテン、１，２，３，４，４，４－ヘキサフルオロ－３（トリフルオロメチル
）－１－ブテン、１，１，２，４，４，４－ヘキサフルオロ－３－（トリフルオロメチル
）－１－ブテン、１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－３－（トリフルオロメチル
）－２－ブテン、１，１，３，４，４，４－ヘキサフルオロ－３－（トリフルオロメチル
）－１－ブテン、２，３，３，４，４，５，５，５－オクタフルオロ－１－ペンテン、１
，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロ－１－ペンテン、３，３，４，４，４－
ペンタフルオロ－２－（トリフルオロメチル）－１－ブテン、１，１，４，４，４－ペン
タフルオロ－３－（トリフルオロメチル）－１－ブテン、１，３，４，４，４－ペンタフ
ルオロ－３－（トリフルオロメチル）－１－ブテン、１，１，４，４，４－ペンタフルオ
ロ－２－（トリフルオロメチル）－１－ブテン、１，１，１，４，４，５，５，５－オク
タフルオロ－２－ペンテン、３，４，４，４－テトラフルオロ－３－（トリフルオロメチ
ル）－１－ブテン、３，３，４，４，５，５，５－ヘプタフルオロ－１－ペンテン、２，
３，３，４，４，５，５－ヘプタフルオロ－１－ペンテン、１，１，３，３，５，５，５
－ヘプタフルオロ－１－ペンテン、１，１，１，２，４，４，４－ヘプタフルオロ－３－
メチル２－ブテン、２，４，４，４－テトラフルオロ－３－（トリフルオロメチル）－１
－ブテン、１，４，４，４－テトラフルオロ－３－（トリフルオロメチル）－１－ブテン
、１，４，４，４－テトラフルオロ－３－（トリフルオロメチル）－２－ブテン、２，４
，４，４－テトラフルオロ－３－（トリフルオロメチル）－２－ブテン、３－（トリフル
オロメチル）－４，４，４－トリフルオロ－２－ブテン、３，４，４，５，５，５－ヘキ
サフルオロ－２－ペンテン、１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－２－メチル－２
－ブテン、３，３，４，５，５，５－ヘキサフルオロ－１－ペンテン、４，４，４－トリ
フルオロ－２－（トリフルオロメチル）－１－ブテン、１，１，２，３，３，４，４，５
，５，６，６，６－ドデカフルオロ－１－ヘキセン、１，１，１，２，２，３，４，５，
５，６，６，６－ドデカフルオロ－３－ヘキセン、１，１，１，４，４，４－ヘキサフル
オロ－２，３－ビス（トリフルオロメチル）－２－ブテン、１，１，１，４，４，５，５
，５－オクタフルオロ－２トリフルオロメチル－２－ペンテン、１，１，１，３，４，５
，５，５－オクタフルオロ－４－（トリフルオロメチル）－２－ペンテン、１，１，１，
４，５，５，５－ヘプタフルオロ－４（トリフルオロメチル）－２－ペンテン、１，１，
１，４，４，５，５，６，６，６－デカフルオロ－２－ヘキセン、１，１，１，２，２，
５，５，６，６，６－デカフルオロ－３－ヘキセン、３，３，４，４，５，５，６，６，
６－ノナフルオロ－１－ヘキセン、４，４，４－トリフルオロ－３，３－ビス（トリフル
オロメチル）－１－ブテン、１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－３－メチル－２
－（トリフルオロメチル）－２－ブテン、２，３，３，５，５，５－ヘキサフルオロ－４
－（トリフルオロメチル）－１－ペンテン、１，１，１，２，４，４，５，５，５－ノナ
フルオロ－３－メチル－２－ペンテン、１，１，１，５，５，５－ヘキサフルオロ－４（
トリフルオロメチル）－２－ペンテン、３，４，４，５，５，６，６，６－オクタフルオ
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ロ－２－ヘキセン、３，３，４，４，５，５，６，６－オクタフルオロ－２－ヘキセン、
１，１，１，４，４－ペンタフルオロ－２－（トリフルオロメチル）－２－ペンテン、４
，４，５，５，５－ペンタフルオロ－２－（トリフルオロメチル）－１－ペンテン、３，
３，４，４，５，５，５－ヘプタフルオロ－２－メチル－１－ペンテン、１，１，１，２
，３，４，４，５，５，６，６，７，７，７－テトラデカフルオロ－２－ヘプテン、１，
１，１，２，２，３，４，５，５，６，６，７，７，７－テトラデカフルオロ－２－ヘプ
テン、１，１，１，３，４，４，５，５，６，６，７，７，７－トリデカフルオロ－２－
ヘプテン、１，１，１，２，４，４，５，５，６，６，７，７，７－トリデカフルオロ－
２－ヘプテン、１，１，１，２，２，４，５，５，６，６，７，７，７－トリデカフルオ
ロ－３－ヘプテン、１，１，１，２，２，３，５，５，６，６，７，７，７－トリデカフ
ルオロ－３－ヘプテン、４，４，５，５，６，６，６－ヘプタフルオロ－２－ヘキセン、
４，４，５，５，６，６，６－ヘプタフルオロ－１－ヘキセン、１，１，１，２，２，３
，４－ヘプタフルオロ－３－ヘキセン、４，５，５，５－テトラフルオロ－４－（トリフ
ルオロメチル）－１－ペンテン、１，１，１，２，５，５，５－ヘプタフルオロ－４－メ
チル－２－ペンテン、１，１，１，３－テトラフルオロ－２－（トリフルオロメチル）－
２－ペンテン、１，２，３，３，４，４－ヘキサフルオロシクロブテン、３，３，４，４
－テトラフルオロシクロブテン、３，３，４，４，５，５－ヘキサフルオロシクロペンテ
ン、１，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロシクロペンテン、１，２，３，３
，４，４，５，５，６，６－デカフルオロシクロヘキセン、１，１，１，２，３，４，５
，５，５－ノナフルオロ－４－（トリフルオロメチル）－２－ペンテン、ペンタフルオロ
エチルトリフルオロビニルエーテル、トリフルオロメチルトリフルオロビニルエーテル；
又はこれらの任意の組合せが挙げられる。
【００５２】
　更に、冷媒部分を含む１つ以上の非低ＧＷＰ冷媒成分がある可能性がある。Ｍｉｎｏｒ
ら（米国特許出願公開第２００７／０２８９３１７号、参照によって本明細書に組み込ま
れる）は、本発明においてフルオロアルカンとして使用してもよい飽和及び不飽和フルオ
ロカーボン冷媒の例を更に列挙している。Ｍｉｎｏｒらの段落８１に記載のとおり、代表
的なヒドロフルオロカーボンは、式ＣｘＨ２ｘ＋２＿ｙＦｙ又はＣｘＨ２ｘ＿ｙＦｙ（式
中、ｘは３～８に等しくてよく、ｙは１～１７に等しくてよい）によって表される場合が
ある。ヒドロフルオロカーボンは、直鎖、分枝鎖、又は環状の、約３～８個の炭素原子を
有する飽和又は不飽和化合物であってよい。限定するものではないが、Ｍｉｎｏｒらの段
落４７～７８に記載されているとおり、使用してもよい例示的なフルオロアルカンとして
は、１，１，２，２，３－ペンタフルオロプロパン；１，１，１，３，３－ペンタフルオ
ロプロパン；１，１，３－トリフルオロプロパン；１，１，３－トリフルオロプロパン；
１，３－ジフルオロプロパン；２－（ジフルオロメチル）－１，１，１，２，３，３－ヘ
キサフルオロプロパン；１，１，２，２，３，３，４，４－オクタフルオロブタン；１，
１，１，２，２，４－ヘキサフルオロブタン；１，１，１，３，３－ペンタフルオロブタ
ン；１，１－ジフルオロブタン；１，３－ジフルオロ－２－メチルプロパン；１，２－ジ
フルオロ－２－メチルプロパン；１，２－ジフルオロブタン；１，３－ジフルオロブタン
；１，４－ジフルオロブタン；２，３－ジフルオロブタン；１，１，１，２，３，３，４
，４－オクタフルオロ－２－（トリフルオロメチル）ブタン；１，１，１，２，２，３，
３，４，４，５，５－ウンデカフルオロペンタン；１，１，１，２，２，３，４，５，５
，５－デカフルオロペンタン；１，１，１，２，２，３，３，５，５，５－デカフルオロ
ペンタンが挙げられる。
【００５３】
　上記発明の冷媒又は冷媒ブレンド部分は、３００未満のＧＷＰを有するが、特異的には
１５０ＧＷＰ未満、より特異的には７５ＧＷＰ未満、理想的には５ＧＷＰ未満である。Ｇ
ＷＰ＜１となるように冷媒を使用することが可能である。
【００５４】
　上記ブレンドの冷媒部分は、ＡＳＴＭ　Ｅ－５８２によって測定したとき、少なくとも
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３００ＭＪ／ｋｇ、好ましくは１，０００ＭＪ／ｋｇ超、より特異的には１，０００ＭＪ
／ｋｇ～５，０００ＭＪ、更により特異的には少なくとも５，０００ＭＪ／ｋｇの最小点
火エネルギー（minimum ignition energy、ＭＩＥ）を有する。米国熱・冷凍空調工業会
（American Society of Heating,Refrigeration and Air-conditioning Engineers、ＡＳ
ＨＲＡＥ）のＳｔａｎｄａｒｄ　３４によって計算される燃焼の熱は、１９，０００ｋＪ
／ｋｇ未満、より特異的には８～１２ｋＪ／ｋｇ未満、更により特異的には９．５～１１
．５ｋＪ／ｋｇでなければならない。冷媒部分の２１℃における可燃下限は、ＡＳＴＭ　
Ｅ－６８１によって測定したとき、実際には不燃性であってよい。あるいは、冷媒部分が
可燃限界を有する場合、可燃下限は、ＡＳＴＭ　Ｅ－６８１によって測定したとき、少な
くとも５体積％であってよいが、より特異的には少なくとも６体積％、更により特異的に
は少なくとも６．２体積％であってよい。
【００５５】
　得られた組成物全体、すなわち、本明細書に言及される潤滑剤及び冷媒は、Ａ／Ｃシス
テムに「後添加」とすることができ、有利なことに、腐食性が比較的低いので、その結果
、当該組成物と接触しているＡ／Ｃシステムの一部である金属（例えば、アルミニウム、
銅、又は鉄）が経験する腐食は比較的少ない。更に、１７５℃で１４日間試験した後、鋼
の曇りもなく、金属クーポンの被膜又は目に見える腐食もなく、また試験中に形成される
析出物も凝集塊もなかった。
【００５６】
　潤滑剤／冷媒組成物の比較的低い腐食性は、有利なことに、冷媒組成物部分が以下の特
性のうちの１つ又は任意の組み合わせを示すようなものであってよい。１７５℃で１４日
間、ＡＳＨＲＡＥ　９７：２００７「Ｓｅａｌｅｄ　Ｇｌａｓｓ　Ｔｕｂｅ　Ｍｅｔｈｏ
ｄ　ｔｏ　Ｔｅｓｔ　ｔｈｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｓｔａｂｉｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｍａｔｅ
ｒｉａｌｓ　ｆｏｒ　Ｕｓｅ　ｗｉｔｈｉｎ　Ｒｅｆｒｉｇｅｒａｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍｓ
」に従ってエージングした後の全酸価（ＴＡＮ）が、ＡＳＴＭ　Ｄ６６４－０１に従って
測定したとき、３．３ｍｇＫＯＨ／ｇ未満であり、１．５ｍｇＫＯＨ／ｇ未満であり、特
異的には１．０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満である。アルミニウム、銅、及び炭素鋼の金属ストリ
ップでは、１７５℃で１４日間、ＡＳＨＲＡＥ　９７：２００７「Ｓｅａｌｅｄ　Ｇｌａ
ｓｓ　Ｔｕｂｅ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｔｏ　Ｔｅｓｔ　ｔｈｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｓｔａｂ
ｉｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ　ｆｏｒ　Ｕｓｅ　ｗｉｔｈｉｎ　Ｒｅｆｒｉｇ
ｅｒａｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍｓ」に従ってエージングした後の全ハロゲン化物濃度（例えば
、フッ素イオン濃度）が約１００ｐｐｍ未満、好ましくは５０ｐｐｍ未満、理想的には１
０ｐｐｍ未満である。アルミニウム、銅、及び鉄の金属ストリップでは、イオンクロマト
グラフィによって測定したとき、１７５℃で１４日間、ＡＳＨＲＡＥ　９７：２００７「
Ｓｅａｌｅｄ　Ｇｌａｓｓ　Ｔｕｂｅ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｔｏ　Ｔｅｓｔ　ｔｈｅ　Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌ　Ｓｔａｂｉｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ　ｆｏｒ　Ｕｓｅ　ｗｉｔ
ｈｉｎ　Ｒｅｆｒｉｇｅｒａｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍｓ」に従ってエージングした後の全有機
酸濃度が約３００ｐｐｍ未満である。
【００５７】
　冷媒及びＡ／Ｃの寿命並びに圧縮機の耐久性を改善することができる添加剤が望ましい
。本発明の一態様では、本発明の冷媒を含有する組成物を使用して、Ａ／Ｃシステムの中
に潤滑剤、並びに他の添加剤、例えば、ａ）酸掃去剤、ｂ）性能強化剤、及びｃ）火炎抑
制剤を導入する。
【００５８】
　酸掃去剤
　酸掃去剤は、シロキサン、活性化芳香族化合物、又は両方の組み合わせを含んでもよい
。参照によって本明細書に組み込まれるＳｅｒｒａｎｏら（段落３８）には、シロキサン
はシロキシ官能基を有する任意の分子であってよいことが開示されている。シロキサンは
、アルキルシロキサン、アリールシロキサン、又はアリール及びアルキル置換基の混合物
を含有するシロキサンを含んでもよい。例えば、シロキサンは、ジアルキルシロキサン又
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はポリジアルキルシロキサンを含むアルキルシロキサンであってよい。好ましいシロキサ
ンとしては、２つのケイ素原子に結合した酸素原子、すなわち、構造：ＳｉｉＯｉＳｉを
有する基が挙げられる。例えば、シロキサンは、式ＩＶ：Ｒ１［Ｓｉ（Ｒ２Ｒ３）４Ｏ］
ｎＳｉ（Ｒ２Ｒ３）Ｒ４（式中、ｎは１以上である）のシロキサンであってよい。式ＩＶ
のシロキサンは、好ましくは２以上、より好ましくは３以上（例えば、約４以上）である
ｎを有する。式ＩＶのシロキサンは、好ましくは約３０以下、より好ましくは約１２以下
、最も好ましくは約７以下であるｎを有する。好ましくは、Ｒ４基はアリール基又はアル
キル基である。好ましくは、Ｒ２基は、アリール基若しくはアルキル基、又はこれらの混
合物である。好ましくは、Ｒ３基は、アリール基若しくはアルキル基、又はこれらの混合
物である。好ましくは、Ｒ４基はアリール基又はアルキル基である。好ましくは、Ｒ１、
Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、又はこれらの任意の組み合わせは水素ではない。分子内のＲ２基は、
同じであっても異なっていてもよい。好ましくは、分子内のＲ２基は同じである。分子内
のＲ２基は、Ｒ３基と同じであっても異なっていてもよい。好ましくは、分子内のＲ２基
とＲ３基とは同じである。好ましいシロキサンとしては、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５
、又はこれらの任意の組み合わせが、メチル、エチル、プロピル、若しくはブチル基、又
はこれらの任意の組み合わせである式ＩＶのシロキサンが挙げられる。使用されてもよい
例示的なシロキサンとしては、ヘキサメチルジシロキサン、ポリジメチルシロキサン、ポ
リメチルフェニルシロキサン、ドデカメチルペンタシロキサン、デカメチルシクロペンタ
シロキサン、デカメチルテトラシロキサン、オクタメチルトリシロキサン、又はこれらの
任意の組み合わせが挙げられる。
【００５９】
　参照によって組み込まれるＳｅｒｒａｎｏらの段落［００３９］から、本発明の一態様
では、シロキサンは、約１～約１２個の炭素原子を含有するアルキルシロキサン、例えば
、ヘキサメチルジシロキサンであることに留意する。また、シロキサンは、アルキル基が
メチル、エチル、プロピル、ブチル、又はこれらの任意の組み合わせであるポリジアルキ
ルシロキサンなどのポリマーであってもまたよい。好適なポリジアルキルシロキサンは、
約１００～約１０，０００の分子量を有する。非常に好ましいシロキサンとしては、ヘキ
サメチルジシロキサン、ポリジメチルシロキサン、及びこれらの組み合わせが挙げられる
。シロキサンは、ポリジメチルシロキサン、ヘキサメチルジシロキサン、又はこれらの組
み合わせから本質的になっていてよい。
【００６０】
　活性化芳香族化合物は、フリーデル・クラフツ付加反応に向けて活性化された任意の芳
香族分子、又はその混合物であってよい。フリーデル・クラフツ付加反応に向けて活性化
された芳香族分子は、鉱酸と付加反応することができる任意の芳香族分子であると定義さ
れる。特に、適用環境（ＡＣシステム）において又はＡＳＨＲＡＥ　９７：２００７「Ｓ
ｅａｌｅｄ　Ｇｌａｓｓ　Ｔｕｂｅ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｔｏ　Ｔｅｓｔ　ｔｈｅ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ　Ｓｔａｂｉｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ　ｆｏｒ　Ｕｓｅ　ｗｉｔｈ
ｉｎ　Ｒｅｆｒｉｇｅｒａｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍｓ」の熱安定化試験中に鉱酸と付加反応す
ることができる任意の芳香族分子である。このような分子又は化合物は、典型的には、以
下の基、すなわちＮＨ２、ＮＨＲ、ＮＲｚ、ＡＤＨ、ＡＤ、ＮＨＣＯＣＨ３、ＮＨＣＯＲ
、４ＯＣＨ３、ＯＲ、ＣＨ３、４Ｃ２Ｈ５、Ｒ、又はＣ６Ｈ５（式中、Ｒは炭化水素（好
ましくは、約１～約１００個の炭素原子を含有する炭化水素）である）のうちの１つで芳
香環の水素原子を置換することによって活性化される。活性化された芳香族分子は、酸素
原子（すなわち、アルコール又はエーテル基の酸素原子）が芳香族基に直接結合している
アルコール又はエーテルであってもよい。活性化された芳香族分子は、窒素原子（すなわ
ち、アミン基の窒素原子）が芳香族基に直接結合しているアミンであってもよい。一例と
して、活性化された芳香族分子は、式ＡｒＸＲｎ（式中、ＸはＯ（すなわち酸素）又はＮ
（すなわち窒素）であり；Ｘ：Ｏであるときｎ：１であり、ｘ：Ｎであるときｎ：２であ
り；Ａｒは、芳香族基（すなわち、基Ｃ６Ｈ５）であり；ＲはＨ又は炭素含有基であって
もよく；ｎ：２であるとき、Ｒ基は同じであっても異なっていてもよい）を有してもよい
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。例えば、ＲはＨ（すなわち水素）、Ａｒ、アルキル基、又はこれらの任意の組み合わせ
であってよく、本明細書における教示に係る冷媒組成物で使用されてもよい例示的な活性
化された芳香族分子としては、ジフェニルオキシド（すなわち、ジフェニルエーテル）、
メチルフェニルエーテル（例えば、アニソール）、エチルフェニルエーテル、ブチルフェ
ニルエーテル、又はこれらの任意の組み合わせが挙げられる。フリーデル・クラフツ付加
反応に向けて活性化された非常に好ましい一芳香族分子は、ジフェニルオキシドである。
【００６１】
　参照によって組み込まれるＳｅｒｒａｎｏらの段落［００４５］から、酸掃去剤（例え
ば、活性化された芳香族分子、シロキサン、又は両方）は、任意の濃度で存在してよく、
その結果、全酸価が比較的低くなる、全ハロゲン化物濃度が比較的低くなる、全有機酸濃
度が比較的低くなる、又はこれらの任意の組み合わせになる。好ましくは、酸掃去剤は、
冷媒組成物の総重量に基づいて、約０．００５０重量％超、より好ましくは約０．０５重
量％超、更により好ましくは約０．１重量％超（例えば、約０．５重量％超）の濃度で存
在する。酸掃去剤は、好ましくは、冷媒組成物の総重量に基づいて、約３重量％未満、よ
り好ましくは約２．５重量％未満、最も好ましくは約２重量％未満（例えば、約１．８重
量％未満）の濃度で存在する。
【００６２】
　冷媒組成物中に含まれていてもよく、好ましくは冷媒組成物から除外される酸掃去剤の
更なる例としては、Ｋａｎｅｋｏ（米国特許出願整理番号第１１／５７５，２５６号、米
国特許出願公開第２００７／０２９０１６４号として公開、段落４２、参照によって本明
細書に明示的に組み込まれる）によって記載されているもの、例えば、フェニルグリシジ
ルエーテル、アルキルグリシジルエーテル、アルキレングリコールグリシジルエーテル、
シクロヘキセンオキシド、オトレンオキシド、又はエポキシ化ダイズ潤滑剤などのエポキ
シ化合物のうちの１つ以上、及びＳｉｎｇｈら（米国特許出願整理番号第１１／２５０，
２１９号、米国特許出願公開第２００６／０１１６３１０号として公開、段落３４～４２
、参照によって本明細書に明示的に組み込まれる）によって記載されているものが挙げら
れる。
【００６３】
　性能強化剤
　好ましい添加剤としては、参照によって本明細書に組み込まれる米国特許第５，１５２
，９２６号、同第４，７５５，３１６号に記載されているものが挙げられる。特に、好ま
しい極圧添加剤としては、（Ａ）トリルトリアゾール若しくはその置換誘導体と、（Ｂ）
アミン（例えば、Ｊｅｆｆａｍｉｎｅ　Ｍ－６００）と、（Ｃ）（ｉ）エトキシ化リン酸
エステル（例えば、Ａｎｔａｒａ　ＬＰ－７００型）若しくは（ｉｉ）リン酸アルコール
（例えば、ＺＥＬＥＣ　３３３７型）若しくは（ｉｉｉ）亜鉛ジアルキルジチオリン酸（
例えば、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　５１３９、５６０４、５１７８、又は５１８６型）若しくは
（ｉｖ）メルカプトベンゾチアゾール若しくは（ｖ）２，５－ジメルカプト－１，３，４
－トリアジアゾール誘導体（例えば、Ｃｕｒｖａｎ　８２６）又はこれらの混合物である
第３の成分との混合物が挙げられる。使用してもよい添加剤の更なる例は、米国特許第５
，９７６，３９９号（Ｓｃｈｎｕｒ、５：１２～６：５１、参照によって本明細書に組み
込まれる）に与えられている。
【００６４】
　酸価は、ＡＳＴＭ　Ｄ６６４－０１に従ってｍｇＫＯＨ／ｇの単位で測定される。全ハ
ロゲン化物濃度、フッ素イオン濃度、及び全有機酸濃度は、イオンクロマトグラフィによ
って測定される。冷媒系の化学安定性は、ＡＳＨＲＡＥ　９７：２００７「Ｓｅａｌｅｄ
　Ｇｌａｓｓ　Ｔｕｂｅ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｔｏ　Ｔｅｓｔ　ｔｈｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　
Ｓｔａｂｉｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ　ｆｏｒ　Ｕｓｅ　ｗｉｔｈｉｎ　Ｒｅ
ｆｒｉｇｅｒａｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍｓ」に従って測定される。潤滑剤の粘度は、ＡＳＴＭ
　Ｄ－４４５に従って４０℃で試験される。
【００６５】
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　Ｍｏｕｌｉら（国際公開第２００８／０２７５９５号）には、フルオロオレフィンを含
有する冷媒組成物における安定剤としてのアルキルシランの使用が教示されている。特定
の冷媒組成物では、リン酸塩、亜リン酸塩、エポキシド、及びフェノール系添加剤も使用
されている。これらは、例えば、Ｋａｎｅｋｏ（米国特許出願整理番号第１１／５７５，
２５６号、米国特許出願公開第２００７／０２９０１６４号として公開）及びＳｉｎｇｈ
ら（米国特許出願整理番号第１１／２５０，２１９号、米国特許出願公開第２００６／０
１１６３１０号として公開）によって記載されている。これら上述の出願は全て、参照に
よって本明細書に明示的に組み込まれる。
【００６６】
　火炎抑制剤
　好ましい火炎抑制剤としては、特許出願「Ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎｓ　ｃｏｎｔａｉｎ
ｉｎｇ　ｆｌｕｏｒｉｎｅ　ｓｕｂｓｔｉｔｕｔｅｄ　ｏｌｅｆｉｎｓカナダ特許第２５
５７８７３（Ａ１）号」に記載され、参照によって本明細書に組み込まれるものに加えて
、同様に参照によって本明細書に組み込まれ、特許出願「Ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎｓ　ｃ
ｏｍｐｒｉｓｉｎｇ　ｆｌｕｏｒｏｏｌｅｆｉｎｓ　ａｎｄ　ｕｓｅｓ　ｔｈｅｒｅｏｆ
」国際公開第２００９０１８１１７（Ａ１）号に記載されているＨＦＣ－１２５及び／又
はＫｒｙｔｏｘ（登録商標）潤滑剤などのフッ素化生成物が挙げられる。
【００６７】
　混和性／パッケージ安定性
　車両Ａ／Ｃシステム用の主冷媒として使用されるとき、ＨＦＯ－１２３４ｙｆは一般的
にポリオールエステル又はＰＯＥ型潤滑剤と適合性であることが見出されているが、特定
の環境では、全てのＰＯＥ潤滑剤が、自動車Ａ／ＣシステムにおいてＨＦＯ－１２３４ｙ
ｆと共に使用するのに好適であるための他の特徴の中でも特に、必要な混和性範囲、熱安
定性、材料適合性、水分レベルを有する訳ではない。したがって、本発明の組成物は、前
述の特徴を有しないＰＯＥ潤滑剤を実質的に含まない。「実質的に含まない」とは、本発
明の組成物がＨＦＯ－１２３４ｙｆを含むとき、当該組成物が以下のＰＯＥ、すなわちＤ
ｏｗ　ＲＬ２４４、Ｚｅｒｏｌ　１５０、及び３ＧＳを５重量％未満、典型的には３重量
％未満、場合によっては０．５重量％未満しか含有しないことを意味する。Ａ／Ｃ又は冷
凍システムで典型的に使用される潤滑剤の量は、冷媒の量の約５～約１０重量％の範囲で
ある。例えば、６００ｇの冷媒充填、６０ｇの潤滑剤が使用される（９０重量％冷媒／１
０重量％潤滑剤）。しかし、潤滑剤をシステムの中に移動させるために冷媒を使用するの
で、冷媒と合わせて使用されるＰＯＥ潤滑剤の量は比較的多く、およそ５０～８０重量％
潤滑剤／２０～５０重量％冷媒（例えば、約６０～約６５重量％潤滑剤）である。
【００６８】
　本発明の組成物の主成分は潤滑剤を含むことができるが、微量成分（複数可）は、所望
の性能特性を改善する何らかの少ない量（０～５重量％）の添加剤を有する冷媒を含む。
すなわち、冷媒は、Ａ／Ｃシステムの中に液体潤滑剤及び添加剤を搬送する又は移動させ
るために使用される。
【００６９】
　潤滑剤及び冷媒は、保管及び使用条件に起因してはるかに大きな範囲にわたって相互混
和性を有していなければならない。３７．５℃を超える温度を経験する多くの地球上の都
市が存在する。更に、潤滑剤／冷媒組成物は、比較的高温の倉庫で保管されるか、又は７
０日間を超える期間温度が３７．５℃にも達する場合がある高温の車庫で使用されること
が予想される。
【００７０】
　また、正面衝突などの重大な車両システム障害の後、冬季に製品を使用される可能性が
あることも考えられる。したがって、潤滑剤／冷媒は、低温の倉庫に保管され、整備中の
み車庫に運ばれることになる。潤滑剤／冷媒組成物は、約－２０、－３０、－４０、及び
更には－５０℃の温度で安定であり、これは、５日間などのより長期間にわたって－２０
℃の温度で当該組成物を保管するのに役立つはずである。
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【００７１】
　本発明の組成物が広範囲にわたる温度及び圧力条件で混和性を維持することは驚くべき
である（例えば、密閉された容器内で、１６０ｋＰａ～９４５ｋＰａの圧力において－１
８℃～３７℃の温度範囲にわたって混和性である２０～５０重量％冷媒／５０～８０重量
％潤滑剤の組成物）。ＡＳＨＲＡＥ　９７：２００７「Ｓｅａｌｅｄ　Ｇｌａｓｓ　Ｔｕ
ｂｅ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｔｏ　Ｔｅｓｔ　ｔｈｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｓｔａｂｉｌｉｔｙ
　ｏｆ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ　ｆｏｒ　Ｕｓｅ　ｗｉｔｈｉｎ　Ｒｅｆｒｉｇｅｒａｎｔ
　Ｓｙｓｔｅｍｓ」法を使用して封管の中に所定の量の潤滑剤及び冷媒（以下の表を参照
）をロードすることによって、ＰＯＥ潤滑剤／冷媒の混和性を行う。次いで、封管を水浴
の中に置いて、混合物がある範囲の温度にわたって混和性であるかどうかを判定する。２
つのセグメントで試験を実施し、次のセグメントを開始する前に当該管を室温に戻すため
に各セグメント間に２４時間の期間をおく。コールドセグメントは、室温で開始し、５℃
ずつ－５０℃に温度をゆっくりと低下させ、各温度で１０分間保持し、各保持温度で目視
所見を記録する。ホットセグメントは、室温で開始し、５℃ずつ９０℃又は試験される冷
媒の臨界温度に温度をゆっくりと上昇させ、再度各温度で１０分間保持し、各保持温度で
目視所見を記録する。
【００７２】
　ＡＳＨＲＡＥ　９７：２００７「Ｓｅａｌｅｄ　Ｇｌａｓｓ　Ｔｕｂｅ　Ｍｅｔｈｏｄ
　ｔｏ　Ｔｅｓｔ　ｔｈｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｓｔａｂｉｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｍａｔｅｒ
ｉａｌｓ　ｆｏｒ　Ｕｓｅ　ｗｉｔｈｉｎ　Ｒｅｆｒｉｇｅｒａｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍｓ」
を使用して、ＰＯＥ潤滑剤／冷媒組成物を熱安定性について評価した。また、潤滑剤／冷
媒システムを、金属（Ａｌ、Ｃｕ、炭素鋼）クーポンを収容している封管内に入れ、１７
５℃で２週間保持した。結果は、ＰＯＥ潤滑剤／低ＧＷＰ冷媒が高温下で熱安定性である
ことを示し、これは、保管中に組成物が分解しないはずであることを示す。鋼の曇りもな
く、金属の被膜又は目に見える腐食もなく、またフッ化物イオンの生成も酸の生成もなか
った。試験中に析出物又は凝集塊は形成されなかった。冷媒／潤滑剤系の色は変化しなか
った。
【００７３】
　「ＨＦＯ－１２３４ｙｆと混和性である」と従来記載されていた潤滑剤が、混和性範囲
全体にわたって混和性を有する訳ではないということは予想外の結果であった。具体的に
は、ＰＯＥは、８６ｃＳｔ型ＰＯＥ潤滑剤と呼ばれており、以下の商標、すなわち「ＮＤ
－１１」及び「ＳＥ－１０Ｙ」によって知られている。固定式使用のための許容可能なＰ
ＯＥ潤滑剤は、「Ｅｍｋａｒａｔｅ　ＲＬ３２－３ＭＡＦ」、「Ｅｍｋａｒａｔｅ　ＲＬ
３２Ｈ」、及び「Ｓｏｌｅｓｔ　３５」であった。
【００７４】
　理論又は説明に束縛されるものではないが、冷媒濃度が上昇して組成物の主な部分にな
ると、潤滑剤／潤滑剤の混和性範囲が変化すると考えられる。例えば、３０重量％潤滑剤
／７０重量％冷媒が、Ａ／Ｃシステムにおいて使用するための限界であるが、潤滑剤をシ
ステムの中に移動させるために冷媒を使用するのに十分な混和性を有していない。
【００７５】
　Ｒ－１３４ａと共に使用される従来のＰＯＥ潤滑剤（Ｚｅｒｏｌ　１５０及び３ＧＳ）
は、Ｒ－１２３４ｙｆ（不飽和低ＧＷＰ冷媒）と同じ混和性範囲を有しない。したがって
、全てのＰＯＥ潤滑剤が低ＧＷＰシステムにとって有用である訳ではない。
【００７６】
　低ＧＷＰ冷媒／ＰＯＥ潤滑剤組成物及び混和性範囲の例を表２に示し、表中、表の上部
はＡ／Ｃシステムにおける製品の用途を示し、表の下部は製造及び保管温度を示す（表中
「Ｍ」は混和性を意味し、「Ｎ」は不混和性を意味する）。
【００７７】
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【表２】

【００７８】
　本発明の一態様は、Ａ／Ｃシステムの中に潤滑剤を導入する方法に関する。本発明の方
法では、実質的にホースに付着することなく潤滑剤及び／又は潤滑剤添加剤パッケージを
Ａ／Ｃホースに搬送するために冷媒を使用し、それによって、Ａ／Ｃシステムの中に確実
により多くの潤滑剤又は潤滑剤／添加剤パッケージが導入されるようにする（例えば、手
動注入器又は手動ポンプを使用すると、Ａ／Ｃシステムに接続されているホースラインへ
の潤滑剤の付着を引き起こす可能性がある）。潤滑剤をシステムに移動させるために冷媒
を使用すると、手動又はポンプ注入器に比べて確実により多くの潤滑剤がＡ／Ｃシステム
の中に導入されるが、その理由は、冷媒が潤滑剤を運び、潤滑剤をＡ／Ｃシステムの中に
搬送するためである。潤滑剤又は潤滑剤／添加剤及び冷媒は、潤滑剤及び冷媒が混和性で
あるという条件下で従来の容器又は缶の中に共にパッケージ化される。小さな容器を放置
すると、冷媒は、圧縮された液化ガスから冷媒ガスに状態が変化する。このプロセス中、
潤滑剤と混和性である冷媒は、潤滑剤又は潤滑剤／添加剤混合物を霧化させ、そして、Ａ
／Ｃ再充填ホースの壁上に潤滑剤又は潤滑剤／添加剤混合物が沈降する可能性が生じる前
に、潤滑剤又は潤滑剤／添加剤混合物を更にホースに沿って、またＡ／Ｃシステムの中に
搬送する。
【００７９】
　本発明の一態様では、本発明の組成物（潤滑剤又は潤滑剤／添加剤と冷媒）は、典型的
には８オンス以下、より典型的には３～６オンス、更により特異的には３～４オンスであ
る小さな密閉容器の中にパッケージ化することができる。
【００８０】
　一実施形態では、本発明の組成物は、典型的なアフターマーケット冷媒再充填ホースを
使用して車両のＡ／Ｃシステムに接続することができる穴あけ式の缶ふた又は自己密封缶
ふたを有する小さな容器にパッケージ化されてもよい。
【００８１】
　一実施形態では、缶のふたにおいて使用される継手は、左ねじでありかつオスＣＧＡ１
６６型接続に適合するべきであるが、その理由は、この製品が、ＨＦＯ－１２３４ｙｆを
含有する低ＧＷＰ　Ａ／Ｃシステムで使用されることが意図されているためである。この
製品を缶から車両のＡ／Ｃシステムに搬送するのに使用されるホースの型は、構築のため
のＳＡＥ　Ｊ２８８８規格を満たしているべきである。ホースは、２つの異なる継手を有
するべきである。Ａ／Ｃ再充填ホースの一端は、小さな缶に接続することができ、かつ容
器内の製品を解放することができる穿刺針又は時に缶タップとも呼ばれるプランジャ型機
構のいずれかを有するべきである。缶に接続される継手はメスＣＧＡ１６６型継手である
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。再充填ホースの他端は、ＨＦＯ－１２３４ｙｆ用の指定されたＳＡＥ　Ｊ６３９ローサ
イドクイックコネクトカップラーを有するべきであり、かつローサイドサービスポートを
通して車両のＡ／Ｃシステムに取り付けることができなければならない。
【００８２】
　本発明の別の態様では、本発明の組成物（潤滑剤又は潤滑剤／添加剤と冷媒）は、典型
的には８～１２オンス以下である小さな密閉容器の中にパッケージ化することができる。
本発明の組成物は、典型的なアフターマーケット冷媒再充填ホースを使用して固定式シス
テムに接続することができる穴あけ式缶ふた又は自己密封缶ふたを有する小さな缶内にパ
ッケージ化されるべきである。缶のふたにおいて使用される継手は、この製品が、可燃性
冷媒システムに使用される低ＧＷＰ　Ａ／Ｃシステムで使用されることを意図する場合、
左ねじでありかつオスＣＧＡ１６４型接続に適合するべきである。缶のふたにおいて使用
される継手は、この製品が、不燃性冷媒システムに使用される低ＧＷＰ　Ａ／Ｃシステム
で使用されることを意図する場合、左ねじでありかつオスＣＧＡ１６５型接続に適合する
べきである。
【００８３】
　本発明の組成物をＡ／Ｃシステムの中に搬送するためには、まず、潤滑剤又は潤滑剤／
添加剤及び冷媒を収容している缶を十分に振盪するべきである。車両のエンジンを起動さ
せ、次いで、Ａ／Ｃシステムを最高冷房に設定するべきである。次いで、上述のようにア
フターマーケット再充填ホースを缶に取り付けるべきである。ホースの他端は、車両のＡ
／Ｃシステムのローサイドサービスポートに接続するべきである。製品の分注を開始する
準備が整ったとき、針又はプランジャ機構を使用して缶の内容物を解放するべきである。
缶の内容物を解放するのを支援するために缶をわずかに左右に振盪するべきである。この
プロセスは、約１０～１５分間かかるはずである。
【００８４】
　本組成物は、約０℃～約４０℃の温度でＡ／Ｃシステムに潤滑剤又は潤滑剤／添加剤を
添加するために使用することができ、より特異的には、この組成物は、約１０℃及び約３
５℃、更により特異的には、約１５℃～約３０℃の温度で使用することができる。本発明
の組成物は、最低約－２０℃、最高約４０～約４５℃の温度で保管することができるが、
典型的には、約１０～約３５℃の温度、より特異的には、約１５～約３０℃の温度で保管
される。典型的には、Ａ／Ｃシステムに接続されたとき、本発明の組成物は、約３１５ｋ
Ｐａ～約４３５ｋＰａの圧力、又はより特異的には、約３３０ｋＰａ～約４１０ｋＰａ、
又は更により特異的には、約３６０ｋＰａ～約４００ｋＰａの圧力でＡ／Ｃシステムに送
達される。
【００８５】
　本発明の別の態様は、本発明の組成物を自動車のＡ／Ｃシステムなどの熱管理システム
の中に導入するためのシステムに関する。ここで図１を参照すると、図１は、本発明の組
成物を使用して潤滑剤を自動車のＡ／Ｃシステムの中に導入するためのシステム（１００
）を示す。本発明の組成物を自動車のＡ／Ｃシステムに送達するためのシステムは、当該
組成物を含む容器（１１０）、圧縮機（１２０）、凝縮器（１３０）、乾燥機（１４０）
、膨張弁（１５０）、及び蒸発器（１６０）を含む。システム（１００）は、更に、ロー
サイドサービスポート（１７０）及びハイサイドサービスポート（１８０）を含む。本発
明の組成物を収容している容器（１１０）又は缶は、ホース（１９０）を介して圧縮機（
１２０）のローサイドサービスポート（１７０）に接続される。圧縮機、凝縮器、乾燥機
、膨張弁、及び蒸発器を接続するホース（１９０）及びライン（１９５）は、当該技術分
野において公知の材料及び方法を使用して構築され、組み立てられる。
【００８６】
　次に図２を参照すると、図２は、本発明の組成物を電気車両のＡ／Ｃシステムの中に導
入するためのシステム（２００）を含む本発明の別の態様を示す。潤滑剤組成物を導入す
るためのこのシステムは、当該組成物を含む容器（２１０）、電動圧縮機（２２０）、凝
縮器（２３０）、乾燥機（２４０）、膨張弁（２５０）又はオリフィス管（２５１）、及



(20) JP 2019-127594 A 2019.8.1

10

20

30

40

50

び蒸発器（２６０）を含む。システム（２００）は、更に、ローサイドサービスポート（
２７０）及びハイサイドサービスポート（２８０）を含む。本発明の組成物の容器（２１
０）は、ホース（２９０）を介して電動圧縮機（２２０）のローサイドサービスポート（
２７０）に接続される。図２に示されるホース（２９０）及びライン（２９５）は、当該
技術分野において公知の材料及び方法を使用して構築され、組み立てられる。
【００８７】
　次に図３を参照すると、図３は、本発明の組成物を住宅用固定式暖房／冷房システムの
中に導入するためのシステム（３００）を含む本発明の更なる態様を示す。潤滑剤組成物
を導入するためのこのシステム（３００）は、当該組成物を含む容器（３１０）、住居の
外部（３３０）に配置された圧縮機／凝縮器（３２０）、及び住居の内部（３５０）に配
置された蒸発器／毛細管（３４０）を含む。容器（３１０）は、ホース（３７０）を介し
て圧縮機／凝縮器（３２０）のローサイドサービスポート（３６０）に接続される。圧縮
機／凝縮器（３２０）は、ハイサイドサービスポート（３８０）を更に含む。図３に示さ
れるホース（３７０）及びライン（３９０）は、当該技術分野において公知の材料及び方
法を使用して構築され、組み立てられる。
【００８８】
　次に図４を参照すると、図４は、商業用固定式冷房システム（４００）を含む本発明の
別の態様を示す。潤滑剤組成物を導入するためのこのシステム（４００）は、当該組成物
を含む容器（４１０）、圧縮機（４２０）、屋上凝縮器（４３０）、フラッシュタンク（
４４０）、及び商業構造物（４６０）内の画定された冷蔵領域（４５０）（例えば、冷蔵
ディスプレイキャビネット）を含む。容器（４１０）は、ホース（４８０）を介して画定
された冷蔵領域（４５０）から離れて位置とすることができる圧縮機（４２０）のローサ
イドサービスポート（４７０）に接続される。図４に示されるホース（４８０）及びライ
ン（４９０）は、当該技術分野において公知の材料及び方法を使用して構築され、組み立
てられる。
【００８９】
　本発明で使用するとき、用語「含む（comprises）」、「含む（comprising）」、「含
む（includes）」、「含む（including）」、「有する（has）」、「有する（having）」
、又はこれらの他の任意の変化形は、非排他的な包含を網羅することを意図する。例えば
、列挙する要素を含む、組成物、プロセス、方法、物品、若しくは機器は、必ずしもそれ
らの要素のみに限定されるものではなく、明示的に列挙されない他の要素、又はそのよう
な組成物若しくは、プロセス、方法、物品、若しくは機器などに内在する他の要素を包含
し得る。更に、明示的にこれに反する記載がない限り、「又は」は、包括的な又はを指し
、排他的な又はを指すものではない。例えば、条件Ａ又はＢは、以下、すなわち、Ａが真
であり（又は存在し）かつＢが偽である（又は存在しない）、Ａが偽であり（又は存在し
ない）かつＢが真である（又は存在する）、及びＡ及びＢの両方が真である（又は存在す
る）のいずれか一つによって満たされる。
【００９０】
　移行句「からなる」は、特定されていないいかなる要素、工程、又は成分も除外する。
特許請求の範囲における場合には、材料に通常付随する不純物を除き、このような句は、
列挙された材料以外の材料の包含を特許請求項から締め出す。語句「からなる」がプリア
ンブルの直後ではなく請求項の本文の節内で現れるとき、この語句はその節の中に示され
る要素のみを制限するものであり、他の要素が特許請求の範囲全体から除外される訳では
ない。
【００９１】
　移行句「から本質的になる」は、文字どおり開示されているものに加えて、材料、工程
、特徴、成分、又は要素を含む、組成物、方法を定義するために使用されるが、ただし、
これらの追加的に含まれる材料、工程、特徴、成分、又は要素は、請求される発明の基本
的及び新規の特徴（複数可）、特に本発明のプロセスのいずれかの所望の結果を達成する
ための行動様式に実質的に影響を及ぼす。用語「から本質的になる」は、「含む」と「か
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らなる」との間の中間の立場を占める。
【００９２】
　出願人らが、発明又はその一部分を、「含む」などの非限定的な用語で定義していた場
合、（特に明記しない限り）その記載は、用語「から本質的になる」又は「からなる」を
使用するような発明も含むと解釈すべきであることが容易に理解されるべきである。
【００９３】
　また、「ａ」又は「ａｎ」の使用は、本明細書に記載される要素及び成分を記述するた
めに採用される。これは、単に便宜上、及び本発明の範囲の一般的な意味を与えるための
ものである。この記載は、１つ又は少なくとも１つを含むものと解釈されるべきであり、
単数形は、別の意味を有することが明白でない限り、複数形も含む。
【００９４】
　特定の態様、実施形態、及び原理を上に記載してきたが、本明細書は例示のためだけに
作成されたものであり、本発明又は添付の特許請求の範囲の範囲を限定するものではない
と理解される。

【図１】 【図２】
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